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【論文要旨】















1 文化芸術基本法第 7 条第 1 項は，「文化芸術推進基本計画」について，「政府は，文化芸術に関する施策の総
合的かつ計画的な推進を図るため，文化芸術に関する施策に関する基本的な計画（以下『文化芸術推進基本
計画』という。）を定めなければならない」と明記している。
2 「文化芸術推進基本計画（第 1 期）」では，「文化芸術の創造・発展・継承と教育」，「創造的で活力ある社会」，
「心豊かで多様性のある社会」，「地域の文化芸術を推進するプラットフォーム」の「中長期的な視点からの 4
つの目標（『文化芸術政策の目指すべき姿』）」を示している（文化庁 2018pp.511）。





の形成」の「6 つの戦略（『今後 5 年間の文化芸術政策の基本的な方向性』）」を定めている（文化庁 2018
pp.1224）。
4「文化芸術推進基本計画（第 1 期）」では，4 つの目標と 6 つの戦略に応じた約200の基本的な施策を示して
いる（文化庁 2018pp.2551）。





2017年6月23日に「文化芸術基本法」が施行され，2018年3月6日に同法第 7 条1 に基づく「文化
芸術推進基本計画（第 1 期）」が閣議決定された。同基本計画では，4 つの目標2 と 6 つの戦略3 を
掲げられ，これからの文化・芸術に関する基本的な施策4 が示されている（文化庁2018pp.2551）。





















































































10 東京都千代田区は，千代田区組織条例第 2 条で「分掌事務」を定めており，地域振興部は地域振興，統計調
査，商工及び観光の振興並びに消費生活，文化，生涯学習及びスポーツの振興，生活環境改善等 9 項目の事
務を担う。
11 鹿児島県は，鹿児島県部等設置条例第 3 条から第12条までで分掌事務を定めており，同法第 3 条第 2 項にお
いて，県民生活局は消費者の保護，青少年の健全育成その他の県民生活の事務を担う。文化・芸術に関する
事務もこれに含まれる。





























13 博物館法第 4 条第 2 項は，「学芸員は，専門官資料の収集，保管，展示及び調査研究その他これと関連する
事業についての専門的事項をつかさどる」と定めている。また，同法第 5 条において，学芸員資格の取得方
法について明記されている。










































































































































































（最終閲覧日2018年 6 月 1 日））































21 鹿児島県，公益財団法人鹿児島県文化振興財団，公益財団法人ジェスク音楽文化振興会の主催 3 団体による



























































































































































鹿児島県 ― ― ― ― ― 主催 主催 主催 主催 主催 主催
(公財)鹿児島県文化振興財団 (設立前) 主催 主催 主催 主催 主催
霧島市 (合併前) 後援 共催 共催
霧島町 主催 主催 後援 後援 後援 後援 後援 後援
（「霧島市」へ合併)
牧園町 ― 主催 後援 後援 後援 後援 後援 後援
鹿児島室内合奏協会 主催 主催 （「霧島国際音楽祭実行委員会」へ改名)
霧島国際音楽祭実行委員会 (設立前) 主催 （「音楽文化振興会霧島国際音楽祭」へ改名)
音楽文化振興会霧島国際音楽祭 (設立前) 主催 (一部「(公財)ジェスク音楽文化振興会」として独立)
(公財)ジェスク音楽文化振興会 (設立前) 主催 主催 主催 主催 主催 主催 主催




協力 協力 協力 協力 協力 協力 （「霧島国際音楽
祭きりしま友の





































出向（3 年辞令，最大 5 年）。
指定管理料（霧島国際音楽























対 象 主体性 人的資源 金銭資源
(公財)ジェスク
音楽文化振興会
主催 3 団体で役割分担。
音楽家の招聘やマネジメン
ト等の運営，政策（音楽祭
全体）面担当。
財団全体で音楽祭に努める。
演奏会当日の人員等は現地
で探す。
担当者等関係者の人脈，情
報が重要。
継承をする一方，その時の
担当者の特色を活かす。
助成金，補助金獲得に努め
る。
その時に応じて申請先を維
持したり，変更したりして
いる。
霧島国際音楽祭
鹿児島友の会
当初は自主的に開催してい
たが，資金の枯渇等により
現在の(公財)ジェスク音楽
文化振興会を設立し，その
後はサポーターとして支援。
会員を中心に演奏会を鑑賞。
地元での広報活動。
会費の一部寄付。
奨学制度の設立。
霧島国際音楽祭
きりしま友の会
協力者として，ビュッフェ
パーティ等演奏者を現地で
支援（おもてなし）をする。
ビュッフェパーティ等演奏
者への食事作り。
演奏者の送迎（車）。
実働（ボランティア）がメ
イン。
出典「2017年度明治大学大学院研究調査プログラム」の調査結果をもとに筆者作成。
―  ―
付属資料 霧島国際音楽祭調査の追加質問
Q1
「音楽祭の計
画・企画関
与への意識」
Q2◯
「具体的な関
与（全体）」
Q2◯
「具体的な関
与（演奏会）」
自由記述
霧島国際音楽祭
鹿児島友の会
古木圭介会長
はい 日程
選曲
人選
(指揮者)
世界的な音楽祭を目指して，今後，ま
ずは近隣のアジア諸国への PR 活動を進
めていくことが必要になると思います。
その意味でかつて実施した台湾公演は多
くの台湾人にアピールでき，現に受講生
も来るようになっています。さらに台湾
から少数ですがコンサートを聴くために
訪れた外国人もいます。海外での出張公
演もできるといいと思います。
霧島国際音楽祭
きりしま友の会
中堀清哲会長
はい 場所 選曲
みやまコンセールの所在地の地元住民
の音楽への関心が薄く，今後は音楽祭が
将来地元にとって「宝物」であることを
広めてゆきたいです。音楽祭は地元観光
にとって将来有望な観光資源のひとつで
あるので大事に育んでいかなければなら
ぬと思う。
霧島市
市民環境部
スポーツ・文化振興課
芸術文化グループ
今村康朗主査
はい
日程
場所
―
人選や選曲等の専門的な分野につい
て，私どもは知識も持ち合わせていない
ため意見を述べることはないが，全体的
な音楽祭の運営について共催という立場
にも関わらず意見を述べる場がない。ま
た，霧島国際音楽祭を市民レベルで支え
る「霧島国際音楽祭きりしま友の会」も
運営に関わっていることからも，全体的
な運営について市が意見を述べることが
できるような体制を望んでいる。
出典アンケートをもとに筆者作成。
